






































































































―― 生命の大切さを説く司祭 ―― という異名をさえロレンスに献呈したくなる。J・C・コウアン









































D ・ H ・ ロレンスを通して見る死の教育の必要性
気管支系の病に頻繁に悩まされるようになるが、以後のロレンス自身の肉体の不調については後で
















































田 部 井 世 志 子
-  -
このように、この時期ロレンスは、死を「静止」や「断念」と結び付け、否定的な捉え方をしていた。3














































































1924 年９月 10 日に 78 歳の生涯を終えた父親の死もまたロレンスに特別の思いを抱かせること




















の存在を知ったロレンスは、同時期に書かれた ｢ 糸杉 ｣ という詩の中で神秘に包まれたエトルリア
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古墳群」にその原因を見る（342 － 44 参照）。一つには、既に触れた ｢ 触れ合い ｣ の感触をその場
-  -


















































































































































































































































































































































































































































































































D ・ H ・ ロレンスを通して見る死の教育の必要性















山折哲雄，島田裕巳．『日本人の「死」はどこにいったのか』．朝日新書 115. 朝日新聞出版 ,2008.
